
団体名 株式会社三井住友銀行

取組名称 クレジットカードのポイントを活用した「Ｊヴィレッジ」の再整備支援

取組概要 （概要）クレジットカードのポイント寄附を「Ｊヴィレッジ」の再整備財源に活用

（背景と経緯）サッカーのナショナルトレーニングセンターとして日本サッカー界に貢献してきた施設である

「Ｊヴィレッジ」は、東日本大震災の発災以降、福島原子力発電所事故復旧対応の最前線基地となり閉鎖を

余儀なくされたが、平成30年夏にサッカー施設として再始動した。新設する全天候型練習場の建設費には、
スポーツ振興くじ（サッカーくじ）助成金と法人・個人からの寄附金が充てられることとなった。

三井住友銀行は、「Ｊヴィレッジ」の再始動を応援するため、グループ会社である三井住友カードを福島県に

紹介し、クレジットカード利用者がポイントを「Ｊヴィレッジ」の復興に寄附できるプログラムをスタート。

取組成果 （成果）三井住友カードは、地元東邦銀行

とともに「ＶＪＡグループ(※)共通ポイント
サービス『ワールドプレゼント』」のポイ

ントを、平成30年4月より、同グループの
クレジットカード利用者のポイント交換

サービスとして、「Ｊヴィレッジ復興

寄附金」を提供。

(※)三井住友カードおよび東邦銀行をはじめとする全国の主な銀行・金融機関系カード会社60社で
組織する企業連合

その他 （事業化にあたってのポイント）

・「Ｊヴィレッジ」は「サッカーの聖地」として愛されてきた施設であり、福島の復興のみならず、サッカー

振興に関心のある個人からの支援が期待できる。

・ふるさと納税やクラウドファンディング同様、復興に対する想いが詰まった支援であり、利用者は、現金の

拠出がない分、負担感なく、復興支援に参加できる仕組としたこと。

復興金融ネットワークメンバーによる復興に関する取組事例
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